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（令和7年9月10日　午後2時50分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

通告の5、佐藤博一議員。 

 

1、観光政策について 

2、町内の伝統芸能の保存について 

 

議席番号4番、佐藤博一議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　議席番号4番、佐藤博一でございます。今日は2つの質問をしたい

と思います。まずは観光政策についてお聞きしたいと思うのですが、私は度々町の観光

政策について質問してきました。そのもとに、町長また各課長さん方から、まだまだ満

足のいく答えをいただけたというような気持ちにはなっておりません。そこで今回町長

が先月、海外視察をされたというところで、非常にこれは我々も6月の補正で認めたわ

けでございますが、海外にまず我々トップが行ってきたということは何かお土産をたく

さん持ってきたのであろうという期待を込めて、政策のこれからの展開についてお聞き

したく。ある面これは町長が海外に行ってきたということは、先ほどからいろいろ同僚

議員がお話しされています、人口減少、そういったものにも海外というものを起点とし

て歯止めをかけるようなものになっていただければ有り難いなと。今日通告書に挙げた

項目順にお伺いしたいと思います。その都度、お答えをお願いしたいと思います。また、

関連する事務的な答弁につきましてはまた、私の方で各課長さん方にお聞きしたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。まず1番目、この海外視察の発案者は

どなたでありました。いろいろお話を伺っておりますと、PCGさんというところはあり

ますけれども、どういう経緯でご決定なさったのか、またPCGさん、または一緒に行か

れた他の市町村の理事者の方との信頼関係の形成ができたのかどうか。こういったまず

はどなたが、まず発案者で、行き先はカナダ・ウィスラーでいいかどうか、その辺も合

わせてまずは行った先、どなたの発案、これは町長にお伺いしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま頂きました佐藤議員からの質問にお答えいたします。妙高

杉ノ原と斑尾高原スキー場、そして当町の野尻湖畔を含みますエリアを対象とするリゾ

ート開発を計画しておりますPCG（ペイシャンス・キャピタル・グループ）の代表であ

りますケン・チャンさんとは昨年の1月のランチミーティング、5月の講演会などの機

会に面会をしております。その際には妙高市長、飯山市長にもご同席いただいておりま

すが、事業の全体の内容あるいはスケジュールなどについて意見交換を挟んできたとこ

ろでございます。そういった中で、PCGから計画のモデルとしてカナダのウィスラーを
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イメージしているとの話を伺ったところでございます。今年に入りまして、妙高市の城

戸市長から現地視察についてご提案いただきましたので、飯山市の江沢市長とも相談さ

せていただいた上で、PCGを含めた関係者が同行する今回の企画に賛同したという経過

でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今、時系列的に町長から今までの経緯を教えていただきました。私

は、ただただケン・チャンさんからの申し出だったのかな、という推測をしたのですが

妙高市長さんから、まずは口火を切られて皆さんで調整されて行かれたと。カナダのウ

ィスラー、これは世界的にも有名な観光地でございますので、この3つの地域が力を合

わせてモデルということを先ほどおっしゃっていただきました。このモデルを、またこ

の信濃町をはじめ、我々これから発展していく起爆剤ということで行かれたというふう

に納得いたしたところでございます。では2番目。町長におかれましては、こういった

視察を初めてこういうカナダに行くということを聞かれたときに、その視察の効果、そ

れをどのように描かれたでございましょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　今回の視察は、どういうふうに行く前に感じたのかいうことかと思

います。ウィスラーでございますけれども、カナダの太平洋西岸に面するブリテッシュ

コロンビア州に属する国際的なマウンテンゾートでございます。羽田から空路で8時間、

バンクーバーに到着いたしまして、そこから北へ125キロ、標高が670メートルの山岳

地帯に位置しておりまして、人口は1万3500人程度の小さな町ではございますが、毎

年200万人以上の人々が訪れるということでございました。そのような観光地への視察

でございますので、関係する皆さんが世界的なリゾートの現状について認識を共有し、

多方面にわたって意見交換する機会を持つことは、事業の今後の在り方を協議調整する

上においても大いに意義のあることではないかと考えたところでございます。また、近

年、町内におきましては、PCGが関わる事業のほかにも、ホテルのリノベーションや飲

食店がオープンするというようなことが相次いでおります。そして、また、別荘の建設

なども増えている中で、近隣市町村を含めた広域的な視点から観光の在り方を見定めて

いくためには、関係者の間で情報や認識を共有することが不可欠であるというふうに感

じておりましたので、そのような観点からも貴重な機会になるのではないかと感じたと

ころでございます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　8時間で行けるところでお聞きしていたら、標高は信濃町と似たよう

なところで若干大きな町なわりには信濃町よりも倍のお客様がお見えだというところ
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へ行かれて、今おっしゃったように広域的な効果も町長は描かれてお見えになったと。

3つ目にちょっとお伺いしたいのですが、事務方の帯同は信濃町はなかったと。他の自

治体だというふうにお伺いしておりますけれども、他の自治体さんの帯同で事足りまし

たでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　今回の視察に関しましては、3市町、妙高市、飯山市、信濃町です

けれども、ここからの職員の帯同はありませんでしたけれども、現地の事情を承知され

ておりますPCGの関係者が、もうすでに相手方の市議会議員あるいは観光施設の管理者、

そしてまた日本人向けのアカデミーの運営者などとのミーティングや施設の見学など

について事前にアポイントを取っていただいておりまして、また必要に応じて通訳もし

ていただきましたので、特に支障不都合は感じなかったというところであります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　私はうち以外の妙高市さんか飯山市さんでどなたか、職員の方かな

とか想像はしてたんですがPCGさんということで納得は理解はしたんですけれども、本

来ならこういったことは職員一人、うちに限らず他所様も私は帯同にご一緒させていっ

た方が今後の様々な情報共有等をする上で、町長だけの一人で帰ってきて全部それを伝

えるよりも、やはりもっと事務能力の足りている職員を帯同した方が、更にこういった

海外視察は効果があるのではないかなと思いました。例えば、昨年一昨年町長は韓国に

も行かれました。そのときは職員が一緒に行っていますし、九州も職員が帯同していま

して、やはりそういった職員も一緒に行っていることは、私は大事なことだと思ってお

りますので、これからはそういったことがもしありましたら、できるだけ前向きにお考

えいただきたいと思います。総務課長にちょっとお伺いしたいのですが、一般論なんで

すけれども、こういう他の自治体とうちの首長が共同で出張するような場合、やはり事

務方というものは一緒に行くものなんでしょうか。それともいろいろな事情を考えなが

ら行くか行かないか、それはその状況によるものなのか。一般論的に私は事務方が行っ

た方がいいのではないかなと、今、町長にもの次回からはお願いしたいということを申

し上げたんですが、一般論的にはどうなんでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　柄澤総務課長。 

 

■総務課長（柄澤　豊）　ちょっと私の私見でお答えをさせていただきますが、ケースバ

イケースかな、というふうに思います。予算の方はまだ決まっていませんでしたので、

総務課の方で計上させていただきましたが、観光的要素があるので今回の場合、どうだ

ったかな、ということもありますし、先方ともPCGさんですかね、そちらとの関連もご

ざいますので今回は町長一人呼ばれたということでありますので、今回はしょうがなか
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ったかなと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　総務課長がそういう捉え方であればそのとおりかなと。今、次4番

目。視察費用を6月補正で特別旅費として2款総務費として計上したのは、便宜的なも

のだったのかな、というふうに推測されますが、それは基本的には産業観光課が窓口的

なことになろうかと思うんですけれども、担当者の産業観光課長はこの町長の行かれる

経費的なものは事前に把握されていらっしゃいましたでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　はい。事前にはですね、把握しておりませんで、ただです

ね、2市におきましては、信濃町の場合、令和7年度予算につきましては若干予算編成

が早かったといった部分がありまして後れをとって補正計上させていただいたという

経緯がございます。その補正計上の中でですね、当初予算を計上した2市を参考にさせ

ていただいて、計上させていただいた、といった経過でございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆6番（佐藤博一）　今年度この予算は我々の選挙もあったわけですから、大分バタバタ

した中で決めたというものもありますし、今、産業観光課長におかれては新たに課長に

就任したとの話でありますから補正としても仕方ないかなと。それが金額的にどうこう

うんぬんでこれに計上された51万3000円。とやかく言うつもりは全くございません。

まず、逆に町長にお伺いしたいのですけれども、この51万3000円で足りましたでしょ

うか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　何とかですね、したというかなったといいう結果かと思っておりま

す。若干9000円ほどオーバーしてしまいましたが、これは一般旅費の方からですね、

支出させていただいたということであります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　お金的にも問題なかったなというふうに解釈しておきます。5番目。

視察するに当たりまして重要なところなんですが、町長におかれては当町の課題、抱え

る、特に観光に関する課題をどのように分析されていたかどうか。町長に就かれてから

もう3年経過しております。今般の、ましてや私ども町だけじゃなくて、広域展開する
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PCGさんと、それから飯山市、妙高市さんとの連携もイメージして、実際にうちの町の

課題を分析しながらも、更に広域的なイメージもどのように持たれたか。これについて

さらには町長にお伺いしたいんですけど、担当課とも行く前に打ち合わせはされていか

れましたでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　それでは何点かあったかと思いますので、順を追ってお答えさせて

いただきます。まず、視察に当たって当町の抱える課題でありますけれども、私、現時

点で考えております課題といたしましては、美しい景観、そしてまた豊かな自然環境な

ど魅力あふれるコンテンツをまだ十分には生かしきれていないんではないかという点。

そしてまた近隣市町村を含めた広域的な連携がまだまだ不十分ではないか。3点目には

ですね、歴史や文化を含めた地域固有のストーリーというようなものを描ききれていな

いのではないかというようなことを課題として認識しているところでございます。その

ような中、ウィスラーでの関係者の意見交換の中では、ウィスラー、今年で開発から60

年という歴史ということも非常に浅いわけでありますけれども、そういう歴史の中で、

開発のプロセスあるいは現時点での課題、あるいはその課題の解決に向けた取り組みな

どについても、それぞれの関係者から説明を受けたところでございます。特に近年では、

グリーンシーズンにおけるマウンテンバイク、あるいはトレッキングを目的とした観光

客が増加しておりまして、入り込み客数で見ますと、冬よりも夏の方が多くなったこと、

そしてまたこれに関連して受入れ体制の整備、特に従業員の確保が大きな課題になって

いるというようなお話も伺ったところでございます。またホテルの周辺エリアには、多

様な飲食店や土産物店、スポーツショップ等が街路全体の調和を乱すことなく、軒を連

ねておりました。たまたまマウンテンバイクの国際大会が開催されていたということも

理由の一つかと思いますが、朝早くから夜遅くまで、年配のご夫婦、若者グループ、フ

ァミリーと思われる様々な国から訪れた方々の往来が絶え間なく続いていたことが強

く印象に残っております。この信越高原といいますか、妙高、斑尾、野尻湖を含むエリ

アの観光にとりましても、通年型を目指すことは重要なポイントと感じております。従

来までのように自然環境や景観、ウィンターシーズンにのみ焦点を当てるのではなく、

歴史や文化を含めた多様な観光素材を自由自在に組み合わせ、また住民一人一人がホス

トとして、またはホステスとして地域に根差したストーリーを周辺の関連情報を織り交

ぜながら語るそのようなスタイルを目標の1つに掲げることも必要ではないか、という

ふうに感じたところであります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　今町長から、答弁を頂いて、頭の中でウィスラーへ一緒に行ったよ

うな気分もあってイメージできました。最後に1つお伺いしていたのは、行く前に担当

課と打ち合わせをしていかれましたか、という質問に関しましてはどうでしたでしょう
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か。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　渡航前後の感想といいますか、イメージでございましょうか。渡航

前は担当課の皆さんとも、こういうところに行くんだよというような話ではあるんです

けれども、実際カナダの方が初めてということもありまして、ネット検索等で断片的な

情報を得る程度でございましたので、細かなところは承知しないまま行ったということ

であります。それでも事前の情報といたしまして、アルペンスキーのワールドカップ、

あるいは2010年のバンクーバーオリンピックの際のスキー競技会場にもなりましたの

で、宿泊施設あるいは飲食店を含めます街全体の整備レベルは相当に高いのであろうと

いうふうに想像していたところでございます。現地のミーティング等で、あるいは街の

中をグルグル3日間に渡って回ったんですけれども、やはり、オリンピックなどの大規

模イベントの開催によりまして、ウィスラーという知名度が飛躍的に高まって、そして

宿泊エリアの追加的な整備がなされ、そしてまた富裕層向けの別荘、会員制のロッジな

どのためのエリアが本当に急速に拡大されたということでありました。また、建物の規

模やデザイン、色使いなどは一定の制限が設けられておりまして、そのことが功を奏し

て世界中からの誘客につながったとの説明もございましたので、このようなポイントは

私どもの地域にとっても、少なからず応用できるのではないかというふうに感じたとこ

ろであります。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　実際産業観光課長と話をしましたかというのは先ほどアバウトのよ

うな答えでしたけれども、行く前と行った後の感想では大分町長も得るものが多かった、

というふうに思いをお聞きしました。ちょっと別の視点からお伺いしたいんですけれど

も、ウィスラーは先ほど1つの自治体として1万3000人ぐらいの市というふうに伺い

ましたけれども、ウィスラーは1つの自治体で1つのエリアの公園になっていますけれ

ども、今回行ったPCGはじめ、あと3市町は3つの自治体プラス、ケン・チャンPCGで

あります。その3つの連携と、向こうがあくまで1つの自治体であるという違いがある

と思うんです。こちらはあくまでも、2つの大きな市プラスうちの町がくっついている。

3者が1つのものに真ん中にPCGがいると。向こうはあくまでもウィスラーという大き

な観光地を抱えるワン自治体でありますよね。1つのもの対こちらが連携ということは

感じたとおっしゃったんですけれども、それのやはり、違いがこれからじゃあ、生かせ

ていけるかどうか、向こうが1つ、こちらがあくまで3つで、ましては、こちらの3つ

も財政規模も違いますし、先ほど町長のおっしゃってた、実際うちの町はこの3つの中

でも野尻湖いうものもいい財産を持ってますし、また歴史的なものもまた違うものも持

っていると思います。そういった中で3つの中で信濃町がどういう立ち位置でこれから

やっていけるのかどうか、そういうものをどう感じてきたかを教えてください。 
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●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　実はですね、ウィスラーも細かく言いますと2つの開発事業者がい

て、それを60年の歴史の中で何とか上手にうまくやってきたということだそうであり

ます。山が2つありましてですね、2つの山の最初の開発事業者が異なっていたという

ことであります。ですので、何て言うんでしょうかね、彼らは彼らなりに非常に調整に

ご苦労を頂いたというお話が本当に多かったです。ただ、ワールドカップやオリンピッ

クの開催を契機に一緒にやろうじゃないかというようなことになって、今のような自治

協議会のような組織というところなんですけれども、そのような形を結果的に結成する

ことにたどり着いたという感じでありました。ですので、今回の3市町も、例えば観光

部門に関して言えば信越自然郷の仲間でもありますし、あるいは長野市を含めた上越ま

で含めた観光の協議会もありますが、そういったのと非常に近い感じがあるのかなとは

思いました。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　町長が前々からおっしゃっていらっしゃる点ではなく、面でつなが

っていくと、そういった面もこれは先ほどちょっと失礼なことを申し上げたかもしれま

せんけれども、まさに3年間お聞きしていて、町長の答弁はぶれていらっしゃいません

でした。やはり、そういったものも海外を見られたということで、町長のおっしゃって

いることが私は証明されたかなと思っております。7番目に挙げておいたものですけれ

ども、当町の観光事業者との懇談会の開催とか意見を求めるような会、こういったもの

も海外視察というものを含めて町長の方では行ったかどうか、もしくはこれからそうい

うものも行う気持ちがあるかどうか教えていただければなと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄） 　観光事業者の皆さんとも懇談会ような機会をということかと思いま

すが、是非見聞きした内容をお伝えしたいかと思いますし、これは妙高市長さんあるい

は飯山市長さんも同じように感じていることかと思いますので、機会をとらえて観光協

会を始め、関係の皆さんと情報共有できるようにしていきたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　まさに鉄は熱いうちに打てではございませんが、やはりまだ頭の町

長は非常にホットな状態にいらっしゃいますので、その情報を町内の関係者さんと共有

していただければ有り難いなと思います。次、8番目の質問に入れておいたんですけれ

ども、海外に行かれる場合は当たり前のことですけれども、社会の仕組みや法律体系や

価値観や宗教観は全く我々とは違っております。そういったところで先ほどもいろいろ
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課題解決のこともお伺いしましたけれども、実際、これから町長が今後の政策の展開に

どのように生かしていくつもりであるか。また民間事業者さんですね、これが2年ほど

前に我々議員も町の第1・2会議室でPCGさんから話を伺った割には、私どもにしてみ

ると何かこう尻つぼみになってしまったのではないかなという、減退しているような感

じがして仕方がありません。ただ今回町長が行かれたということで、何かホットな情報

をつかんでお見えになったかどうか、そういったことも含めてもう少し新しい情報等が

野尻湖のホテルのこれからの進捗もありますし、特に野尻湖ですよね、その辺がまだ住

民の方が話があったっきりどうなっているのだろうね、という話を結構聞いております。

そういったところも含めて新しい進展があったかどうか、こちらをお知らせいただけれ

ばと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　町内のホテル建設に係るアウトラインが一昨年示されて、昨年は予

定地の整地工事が行われるような状況であったんですが、その後PCGさんの方からは少

しスケジュール的にですね、遅れるようなお話を伺っております。具体的なその内容は

まだお聞きしていませんが、当初はですね、野尻湖畔をまずは足掛かりにですね、開発

事業を進めるというようなプランだったようなんですが、現時点ではどうやら話確定で

はありませんけれども、妙高の杉ノ原高原をまずは整備するんだ、というような流れに

少し変化しているかのように聞いております。これは私どもというよりは新潟県、妙高

市の方でこの7月にですね、新潟県妙高市、そしてまた地元の事業者が相互に情報共有

する組織といたしまして、妙高杉ノ原マウンテンリゾート開発計画連絡地域活性化協議

会というすごい長い名前の地元の情報共有を目的とした会議が設立されたということ

もありまして、どうやらこちらの方をまずはその協議会での議論を踏まえて事業計画を

固めていくという流れになってきているのかとも感じておりまして、こちらの方の動向

を見ながら信濃町としての対応も考えていかなければいけないと、そういうふうに考え

ております。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　相手さんのあることでありますので、ましてや妙高市さんだけでな

くて、一番は中心になっているPCGさんがある話でございますから、そういうところで

は私どもの町にしてみれば待ちの受けの状態かなと思いますが、妙高市さんにしてみれ

ば協議会を作ったということはやはりちょっと一歩進んでいるようには感じますので、

その辺もまた町内の事業者さんとお話合いなりされる町長のお土産話もされる中で、一

歩前へ進めるような努力をされていただければ有り難く思っています。よろしくお願い

いたします。それでは2番目の質問に行きたいと思います。2番目は町内の伝統芸能の

保存についてということで挙げさせていただきました。もう8月に終わってしまいまし

た夏の盆踊り、こういったことや、これから、秋の収穫祭の神楽、獅子舞、また冬の道
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祖神祭りがありまして、こういったものが我々なじみのある伝統芸能の1つかと思われ

ます。まだまだ他にもあると思うんですけれども、これらは各地で保存活動や組などで

行事として行われていると思います。また、神楽・獅子舞については手前みその話でご

ざいますが、十数年前、小林一茶生誕250年のイベントに一茶夏祭りと称しまして、教

育委員会さんのお力を借りながら、また各課の協力も仰いで神楽を町中で20幾つ集め

て獅子舞もやっていただいた経緯がございます。その中で、盆踊りについてですけれど

も、盆踊りの担い手については、やはり、高齢化や少子化、それから見える来客数の減

少、それから場所の確保等様々な要因によって廃れていくのではないかなと危惧されて

おります。この盆踊りに特化してですけれども、教育長にご見解をお聞きしたいと思う

んですが、こういった信濃町の中の伝統芸能の1つの盆踊りといったものに何か思いが

ありましたら、よろしくお願いします。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　盆踊りについてのお尋ねを頂きました。盆踊りにつきましては、

今年も町内各地で行われたと存じております。柏原地区では黒姫駅前広場を会場に、ま

た古間地区では古間商店街の一角を会場に、古海地区では古海集会場を会場にそれぞれ

各種イベントも交えながら、子どもから大人まで楽しめる形で賑わいを見せていたと聞

いております。一方で、今お話がありましたように担い手不足、来客数の減少などによ

り盆踊りをやらなくなってしまった地域もあると承知しております。例えば約400年の

歴史を誇るとされる古間地区の盆踊りですが、かつては古間大通りが歩行者天国となり、

地域の人々はもちろんのこと、近隣地区や国際村の方々も古間盆ダンスといって訪れ、

商店街の端から端まで広がるほどの大きな輪となって夜通し賑わいを見せていた時代

があったそうです。その古間の盆踊りも近年は歌い手や囃子手の高齢化、さらには担い

手不足が深刻化しており、規模を縮小することとなってまいりました。そして現在はコ

ロナ禍が大きく影響して保存会の活動は休止状態となってございます。そんな中、今年

は古間商店会が中心となり、夏祭りとして子どもから大人まで楽しめるような趣向を凝

らし、盆踊りも歌い手や囃子手を立てずに音源を借りて盛大に行ったというふうに聞い

ています。教育委員会としましては、古間地区に限らず、盆踊りなど各種伝統行事が、

地域の少子高齢化による担い手不足や娯楽の多様化による来客数の減少などといった

課題に直面しており、地域の方々の熱意やご努力により保たれている状態にあると認識

しております。今後は、地域の絆を深め、文化の継承にも寄与してきた地域の伝統行事

の1つである盆踊りを次世代へつなげるためにはどのような取り組みが考えられるか、

地域の皆様のご意見を伺いながら、引き続き検討してまいりたいと思います。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　非常に私がいろいろあちこち調べたり聞いたのと適格な教育長から

答弁いただきありがとうございます。全く同じ気持ちでございます。この盆踊り、先ほ
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どの盆ダンス、今これ、外人別荘の方が言っていたらしいですけれども、私はそういう

経験はないんですけれども、そこまで教育長も踏み込んでお調べていただいてありがと

うございました。同じ教育委員会の教育次長にお伺いしたいんですけれども、先般補正

予算でアーカイブの何か予算があったような感がします。それ以前に私はこれの通告書

を出していたわけで、通告書より先般補正があったから今日質問しているわけではない

んですが、やはりアーカイブというものの捉え方で、実際教育委員会としては、小林一

茶やナウマンゾウ博物館的な、ちゃんとした博物館としてのアーカイブというような捉

え方で予算化されていますけれども、今こうやってお伺いしたような盆踊りの、例えば

音源とか踊り方とかそういったものを調査して、それをアーカイブとして保存すること

というのは今回の補正の文化庁だったと思うんですけど、ちょっとそれと外れると思う

んですが、町としてそういうことをアーカイブということで考えることは可能でしょう

か。 

 

●議長（酒井　聡）　渡辺次長。 

 

■教育次長（渡辺美重子）　それでは私の方からお答えいたします。盆踊りの踊りの音源

や踊り方を調査し、アーカイブとして保存することは可能かというご質問です。盆踊り

の振り付けや音頭の演奏を撮影、録音し高画質高音質でデジタルデータ化し、この映像

資料をオンラインプラットフォームや文化展等の各種行事で公開することは可能だと

考えます。しかし、伝統行事のアーカイブ化については、予算・人員確保・参加者の肖

像権等の観点から課題もあり、実現するには地域の協力が必要不可欠と考えます。また

保存だけでなく活用して初めて文化継承の成果を発揮しますので、具体的な使い道を地

域で積極的に検討することも重要になりますし、記録はできても伝統行事の持つライブ

感ですとか参加の楽しさなど、非物質的な価値をどう保存し伝えればよいか、という点

も課題になります。そういった観点から考えますと伝統行事のアーカイブ化につきまし

ては行政が主導するのではなく、地域が主体となって取り組み、そこに行政がサポート

する形が最善と考えます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤議員。 

 

◆4番（佐藤博一）　なるほどなというふうに感心してしまいました。やはり、肖像権と

か大事なことはかなり地域にありますので、町が教育委員会がうんぬんするレベルでは

ないなと、ちょっと私もこれについてはまた頭を冷やして考えなければいけないなと思

いました。町内にはそういった音源とか映像とかお宝的なものはただ寝ているというか

あるというふうには伺っていますが、実際は主体としてさせるのは地域の住民の皆様で

あって、町が音頭を取るレベルではないなということで、それは大変理解したところで

ございます。以上をもちまして質問を終わります。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、佐藤博一議員の一般質問を終わります。本日の会議はこの
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程度にとどめ、延会としたいと思います。これにご異議ございませんか。(なしの声) 

　異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決定いたしました。 

念のため申し上げます。明日9月11日の本会議一般質問は午前9時45分より開会し

ますので時間までにお集まりください。 

本日はこれで延会いたします。お疲れ様でした。 

 

（終了　午後3時32分）


